
　世界遺産のウィーン歴史地区とおなじように、伝統を誇るウィーンの音楽も世界遺産に相応しいものでしょう。ウィーンには昔から現代
まで、クラシックと民衆音楽が同等に親しまれ、街角の隅 ま々で音楽が響きわたり、生活の中に深く息づいてきました。シューベルトやシュト
ラウス一家の活躍はいうに及ばず、フリーの音楽家をめざしたモーツァルト、ピアノの名手としてドイツから来たベートーヴェンやブラーム
ス、チェコからコスモポリタンの音楽家になったマーラーなど、ハプスブルク王朝の帝都には、各地から多くの音楽家たちが集まり、華開きま
した。シュトラウス一家の音楽はウィーン市民の誇りと心意気を代弁するもので、コンサートホール、教会、舞踏会、会議の場まで、名曲の
数々は親しみやすく人々の心を癒してくれます。
　名門ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の名手たちによる演奏はまさに、ウィーン音楽の真髄であり、その演奏が理屈抜きに楽しいの
は、彼らがウィーン音楽の本質を知っているからです。フル編成のオーケストラの作品でも、巧みな編曲と個性的な演奏で聴衆を魅了してく
れます。ウィーンのニューイヤーコンサートの興奮をそのまま日本に伝えるウィーン・リング・アンサンブルの演奏には、ハプスブルグ王朝の
優雅な芸術の香りが漂い、今年もシュトラウス・ファミリーやランナー、レハール、さらにショパンの宝石のようなプログラムを、日本で聴くこ
とができるのは本当に贅沢なことです。
　2010年がウィーン・リング・アンサンブルの演奏を通じて、平和で希望に満ちた年になるように願っています。

「ウィーンの音楽は世界遺産」 白石 隆生（尚美学園大学大学院教授）

　ウィーンの旧市街を取り巻くこの街ならではのみごとな環状道路、“リン
グ”にちなんで命名されたこのアンサンブルは、まさにウィーンの音楽を演
奏するために結成された。
　ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の名コンサートマスター、ライ
ナー・キュッヒルを中心に、ヴァイオリン2人、ヴィオラ、チェロ、コントラバ
ス、フルート、ホルン各1人にクラリネット2人の9人編成で、ウィーン・フィ
ルの腕利きの主要メンバーたちである。
　ウィーン情緒の香り高いシュトラウス・ファミリーやツィーラーたちのワ
ルツ、ポルカの演奏は、ウィーンに寄せる彼らの愛情と誇りを痛感させ、聴
く者をこの上ない幸福感で満たしてくれる。
　ウィーン楽友協会での年末恒例のコンサート・シリーズでは、1999年以

降、ウィーン・リング・アンサンブルの演奏会を毎年ブラームスザールで
行っており、地元ウィーン子の絶賛を集めている。
　2002年夏には、ルツェルン・フェスティバルに招待された。
　日本へは1991年に初来日し、引き続き1993年以降毎年のように来日。
ウィーンでの「ウィーン・フィルのニューイヤー・コンサート」に出演後、すぐ
に日本へ駆けつけてニューイヤー・コンサートを行い、本場の響きと香りを
そっくり日本のファンに届けている。
　1998年には長野オリンピック文化・芸術祭参加公演に選ばれ、現地で2
回の演奏会を行った。
　その他、度重なるテレビ放映、CDで、日本でもすっかりおなじみの存在
である。2010年は20回目の来日となる。

ウィーン・リング・アンサンブルウィーン・リング・アンサンブル

●やむを得ぬ事情により内容に変更が生じる場合がございますが、出演者・曲目変更などのために払い戻しはいたしませんのであらかじめご了承願います。
●未就学児のご入場はご遠慮いただいております。
●団体料金の設定のある公演もございます。詳しくはお問合せください。

KAJIMOTOはチーム・マイナス６％に参加しています。KAJIMOTO　〒104-0061 東京都中央区銀座8-6-25 河北ビル　　TEL: （03）3574-0550　　http://www.kajimotomusic.com/


